
 川崎市立小学校情報教育研究会

会長高橋 邦夫（南野川小学校）

平成２２年１１月  Ｎｏ．７ 
担当 末長小学校 川村 昌弘 児童の情報活用能力の育成と教員の ICT 授業活用に向けて

 
 

 

 

 

 

ＩＣＴ機器の活用法についてお知らせします！ 

 

 学校に５０インチテレビや、電子黒板など新しい機器が導入され、どう使って良いものかお悩みのことと思い

ます。また、ＯＨＣなどの新しい機器を導入したいのだけれども、高価でなかなか数をそろえられないなど様々

なお悩みが、現場から聞こえてきます。今回は、そんな悩みに答えたいと思います。 

 

 

 

 

 高価なＯＨＣの代わりに、デジカメやビデオカメラを使ってみてはいかが

でしょう。ＯＨＣの先端についているのは何でしょう。そうカメラです。テ

レビとの接続ケーブルの映像端子（黄色のもの）を５０インチテレビの後ろ

のジャックに接続、三脚を立てれば、あっという間に簡易型ＯＨＣのできあ

がり。ただし、デジカメは、たまにピント合わせのためにシャッターのスイ

ッチを半押しに、ビデオカメラは、録画モードにしておかないと「節電機能」

が働いてしまいます。それだけに注意すれば、ＯＨＣより安価に導入できる

と思います。ご参考にはなったでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 １１月１７日（水）に第 2 回研究授業を住吉小学校で行います。１３：１０受け付け開始になっています。今

回は、「メディアで育てる情報活用能力」のテーマのもと図書資料を中心に自分たちが調べたい海の生き物の情

報を読み、書き抜く活動に取り組みます。ふるってご参加下さい。 

研究テーマ：自ら学ぶ力と豊かな心を育てる情報教育をめざして 

       ～メディア活用で育てる情報教育、メディア活用で伸ばす確かな学力～ 

教科名：国語 

   単元名「サンゴの海の生きものたち」 

   授業者：池田ふみ子教諭 


